
本法人歴代会長

◇初代　村井　資長　1973～1975年　早稲田大学総長
◇二代　宮島　龍興　1975～1977年　筑波大学学長
◇三代　石川　忠雄　1977～1985年　慶應義塾大学塾長
◇四代　前田　充明　1985～1987年　国際武道大学副学長
　　　　　　　　　　1987～1988年　日本女子体育大学理事長
◇五代　西原　春夫　1988～1990年　早稲田大学総長
　　　　　　　　　　1990～1994年　総長室参与・教授
◇六代　清水　　司　1995～2003年　東京家政大学学長・理事長
◇七代　奥島　孝康　2004～2011年　早稲田大学元総長
◇　現　　安西祐一郎　2011～現在　　慶應義塾大学教授・前慶應義塾長

会員について

■会員組織
　会員の種別、入会金および年会費は、次のとおり。
（１）正会員　（この法人の目的に賛同して入会した次のイま
たはロに掲げる者）

　（イ）第一種会員（大学会員）：大学の代表者
　　　　　（総合大学）入会金３万円、会費10万円
　　　　　（単科大学）入会金２万円、会費４万円
　　　　　（短期大学）入会金１万円、会費２万円
　（ロ）第二種会員（個人会員）：大学教育における体育に関

する関係者
　　　　　　　　　　　入会金１万円、会費１万円
（２）賛助会員（この法人の事業を援助する者）　１口５万円
（ただし１口以上）

（３）名誉会員（この法人に特に功労のあった者で、総会の議
決をもって推薦された者）

（会員数419校、賛助会員３社、2011年４月現在）

■正会員の特典
・機関誌の配付が受けられる。
・研修会に参加することができる：年１回の中央研修会、その
他所属支部での年１～２回の研修会

・教育研究補助金の申請ができる：補助金申請書を提出し、選
考によって研究費の補助が受けられる。毎年５件まで（１件
あたり最高20万円）

・教育賞・研修精励賞・優秀論文賞の対象となることができ
る：大学体育教育研究において功績のあった会員に、毎年、
教育賞・研修精励賞・優秀論文賞を授与する。

・機関誌「大学体育」に大学体育に関連した原稿の投稿ができ
る。

・研究論文誌「大学体育学」への投稿ができる。
・メールニュースによる情報提供を受けることができる。
・支部活動への参加ができる。

■賛助会員の特典
・研修会およびシンポジウムにおいて展示、広告等の宣伝がで
きる。

・機関誌、ホームぺ－ジに広告を掲載できる。
・メールニュースを利用して、会員に情報を流すことができる。

■入会案内
　入会を希望される場合は、本法人事務所宛にご連絡下さい。
　必要書類をお送りします。

（JAUPES）
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　  連　絡　先

社団法人　全国大学体育連合

 　　　〒169-0075　　東京都新宿区高田馬場１-３-13　第２天台ビル303号

  　　　　　TEL：03-3232-5738　FAX：03-3232-5872

  　　　　　Eメール：info@daitairen.or.jp 　ホームページ：http://www.daitairen.or.jp

■支部連絡先
●北海道支部
　佐々木　敏 北星学園大学 〒004-8631　札幌市厚別区大谷地西２－３－１ TEL.011-891-2731
●東北支部
　佐藤　　明 東北大学　医学系研究科 〒980-8757　仙台市青葉区星陵町２－１ TEL.022-717-8588
●関東支部
　小峯　　力 流通経済大学　スポーツ健康科学部 〒301-8555　千葉県龍ヶ崎市120 TEL.0297-64-0001
●東海支部
　池上　久子 南山大学　総合政策学部 〒489-0863　愛知県瀬戸市せいれい町27 TEL.0561-89-2010
●北陸支部
　池田　幸應 金沢星稜大学　人間科学部 〒920-8620　金沢市御所町丑10－１ TEL.076-253-3943
●近畿支部
　伊達萬里子 武庫川女子大学　健康・スポーツ科学部 〒663-8558　兵庫県西宮市池開町６－46 TEL.0797-45-9929｠
●中四国支部
　中山　正吉 島根大学　教育学部 〒690-8504　島根県松江市西川津町1060 TEL.0852-32-6336
●九州支部
　根上　　優 宮崎大学　教育文化学部 〒889-2192　宮崎市学園木花台西１－１ TEL.0985-58-7562
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役　員　　　　（2011年度～2012年度）

 役職名 氏　名 所　属

会　長 安西祐一郎 慶應義塾大学教授・前慶應義塾長

副会長 飯田　　稔 びわこ成蹊スポーツ大学学長

副会長 北川　　薫 中京大学学長

理事長 小林　勝法 文教大学

常務理事(総務部長） 村山　光義 慶應義塾大学

常務理事(総務副部長） 高丸　　功 学習院大学

常務理事（研修部長） 嵯峨　　寿 筑波大学

常務理事（指導者養成委員長） 石渡　貴之 立教大学

常務理事（編集・出版部長） 村本　和世 日本体育大学女子短期大学部

常務理事（調査・研究部長） 飯野　要一 東京大学

常務理事（FD推進部長） 平田　智秋 十文字学園女子大学

常務理事（広報部長） 宮崎　正己 早稲田大学

常務理事（渉外部長） 師岡　文男 上智大学

 役職名 氏　名 所　属

常務理事（将来構想特別委員長） 重城　　哲 日本大学

理事（支部長） 佐々木　敏 北星学園大学

理事（支部長） 佐藤　　明 東北大学

理事（支部長） 小峯　　力 流通経済大学

理事（支部長） 池上　久子 南山大学

理事（支部長） 池田　幸應 金沢星稜大学

理事（支部長） 伊達萬里子 武庫川女子大学

理事（支部長） 中山　正吉 島根大学

理事（支部長） 根上　　優 宮崎大学

監　事 荒井　啓子 学習院女子大学

監　事 太田あや子 武蔵丘短期大学

監　事 鈴木　　明 大東文化大学

特別委員会活動
　将来構想特別委員会は、当連合の組織と機能に関し、その責
務が現状に適したものであるかを自己点検し、今後の組織・運
営のあり方を提言することを狙いとして発足した。現在は、公
益法人への移行や会費などの制度に関する検討や連合の電子出
版を推進している。

大学体育問題連絡会
　大学体育を取り巻く環境変化に迅速かつ連携して対応するた
めに以下の５団体と連絡会を設置している。
　社団法人 日本体育学会、社団法人 日本女子体育連盟、全国
体育系大学学長・学部長会、日本体力医学会、日本教育大学協
会 保健体育・保健研究部門。

本法人の目的
　本法人は、大学教育における体育（保健教育及びスポーツを
含む。以下同じ。）に関する研究調査を行い、FD活動の支援、
会員相互の体育活動の評価と表彰を行い、もって大学教育の発
展に寄与することを目的としている。

本法人の沿革
　1949年の学制改革による新制大学発足とともに体育は教育課
程に組み入れられた。その体育の教育内容や方法について協議
するために、文科省は同年８月に菅平体育研究所にて、新制大
学体育協議会を開催した。これを契機に本連合の前身が1952年
に設立され、以下のように発展してきている。
　1952年11月25日　大学体育協議会設立総会開催
　1969年10月　　　全国大学保健体育協議会に名称変更
　1973年10月　　　社団法人　全国大学体育連合設立

本法人の事業
　この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行って
いる。
１．大学教育における体育に関する調査・研究および助成
２．大学教育における体育に関する研究会、研修会、協議会お
よびその他の催しの開催
３．大学教育における体育に関する内外の情報、資料の収集お
よび提供
４．大学教育における体育に関する評価と表彰
５．大学教育における体育に関する機関誌、図書等の刊行
６．内外の体育関係諸団体との連絡および協力
７．その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

本法人の主な具体的活動
１．中央研修会、支部研修会、総会講演会、シンポジウムの開催
２．体力測定データ、授業評価データ、等の調査研究活動
３．教育研究補助金、研修会開催補助金の研究助成事業
４．全国大学体育連合賞、大学体育教育賞、大学体育研修精励賞、
大学体育優秀論文賞、大学体育 FD推進校表彰の顕彰事業
５．機関誌「大学体育」の発行
６．教育研究論文誌「大学体育学」の発行
７．スポーツ教材等の刊行物の発行
８．ホームぺ－ジによる研修会・シンポジウムの情報、研究助成・
顕彰事業の告知、活動報告、刊行物、教員公募、等の公開
９．メールニュースを活用し、研修会・シンポジウムの情報、
研究助成・顕彰事業の告知、教員公募、等の会員への情報発
信および会員相互の情報交換

調査研究活動

１．体力測定結果調査
　「体力測定結果調査報告書」
は、1977年に発刊し、第１号が
発行して以来、２～３年に１度
発行している。本法人の体力に
関する調査事業の中心をなして
きた。
　この「報告書」発行を中心と
した体力測定に関する調査活動
は四半世紀の長きにわたってい
る。

研究助成制度の実施
　本法人は、大学体育の
教育研究を推進するた
め、研究助成制度を設
け、1995年から実施して
いる。本制度の選考対象
となる教育研究課題は、
本法人大学会員（所属教
員を含む）あるいは個人会
員による、大学体育教育の
振興、発展・向上、開発
に寄与する実践的研究
で、特に斬新で新しい視
点に基づいたものとす
る。

大学体育FD推進校表彰制度
　大学体育のFD活動を推進させるため、本表彰制度を設け2004
年から実施している。表彰の対象は大学体育のFD活動の推進に
優秀な実績を示していると認められる機関会員としている。

（JAUPES）

　1991年の大学設置基準大綱
化に伴い、1995年から加盟校
を対象として、改革やカリキ
ュラムの状況についてのアン
ケート調査を開始した。この
調査はその後２年毎に継続す
ることになり、その結果を報
告書にまとめて加盟校にフィ
ードバックし続けている。具体
的にはシラバス発行の状況、
開講形態とその位置づけ（卒
業要件）、講義科目、演習科目、
実技科目、授業評価、保健体育
カリキュラムの改革状況等に
ついて調査している。

２．保健体育教育実態調査

　大学体育におけるFD活動について、会員の意識と実態を定
期的に把握することを目的として、2007年度より２年ごとに継
続して調査している。調査結果は「大学体育」に掲載している。

４．大学体育のFD活動に関する意識と実態調査

３．メンタルヘルスに関連した取り組みに
　　関する実態調査

学術誌の刊行
　2004年度より本法人では教
育・研究実践の質的向上を図
ることを目的に年１回学術誌
を発刊している。学術誌は専
門委員の査読審査を受けた後
に掲載される。

ＨＰアドレス　www.daitairen.or.jp

受信希望受付　info@daitairen.or.jp

広報活動・出版

機関誌「大学体育」の発行
　当初、（社）全国大学体育連合の機関誌は「体育・スポーツ・
レクリエーション」と題して、1974年12月１日に創刊号が発行
された。年間に２回程度の刊行を予定し、会員のための情報源、
情報交換の場として役立っている。1982年３月発行の第15号の
後、第16号からは誌名を「大学体育」と改め、1982年７月に刊
行された。以来、現在に至るまで会員のコミュニケーション誌
として受け継がれている。この機関誌は設立当初から、大学会
員・個人会員に無料で送付している。内容は研究論文・海外視
察報告、本部・支部での活動内容、本部での会議議事録、リサ
ーチレポート等、最新の内容である。

社）日本体育学会との共催シンポジウムの開催
　日本体育学会大会のプログラムとして日本体育学会との共催
シンポジウムを開催している。
2005年「事例に学ぶ大学体育活性化戦略」(筑波大学)
2006年「体育学の研究者・大学教員の確保とその養成」(弘前大学)
2007年「大学体育の現状と課題」(神戸大学)
2008年「大学体育危急の課題」(早稲田大学) 
2009年「学士課程教育の構築に向けて」(広島大学)
2010年「大学体育の質保証」（中京大学） 

研修会の開催
　ファカルティ・ディベロップメント（FD）の推進が課題と
される昨今、組織規模や予算の制約などで単独でのFD実施が
困難な大学もあることから、本連合では会員のニーズや時代の
要請に合った研修会を多数開催し、現職教員のみならず大学体
育の将来を担う大学院生の教授力の開発・向上を通じ大学体育
の改善充実と質保証の支援を行っている。

大学体育関連研修会開催支援補助金制度の実施
　2000年から大学体育関連研修会開催支援補助金をFDに貢献
すると認めた大学体育関連団体等が主催する研修会（研究会を
含む）に交付している。

表彰校一覧

青山学院大学、桜美林大学、大阪
産業大学人間環境学部、お茶の水
女子大学、関西大学、神戸大学、
国際基督教大学、埼玉女子短期大
学、実践女子大学、十文字学園女
子大学、上智大学、千葉工業大学、
電気通信大学、日本大学文理学部、
日本大学理工学部、防衛大学校、
武蔵大学　

(平成17～22年度、50音順)

ホームページ
　2001年８月の閣議決定「インターネットによる公益法人のデ
ィスクロージャー」に従い、2002年1月から年度ごとの予算・
決算報告内容をホームページに掲載している。また、ホームペ
ージ開設は本法人の研修会や出版活動等、最新の情報を掲載し、
本法人の活動内容を大学のみならず広く社会へ還元するととも
に、会員に情報を提供し、会員相互の活動を広めることを目的
としている。
　●    本部活動内容
　●    研究会・研修会の開催
　●    教員公募
　●    助成金の公募

メールニュース
　研修会・学会の案内や求人情報など最新情報をメールニュ
ースとして逐次配信している。
　配信をご希望の方は下記までご連絡ください。

国際交流
　国際保健体育レクリエーション・スポーツ・ダンス協議会
（ I CH P E R・ SD）と国際スポーツ科学・体育協議会
（ICSSPE）の加盟団体として国際情報の収集・広報に努めて
いる。

顕彰制度の実施
　大学体育教育の振興と発展に寄与した個人を顕彰するために
以下の制度を設けている。
１．全国大学体育連合賞：本連合の運営に貢献した者
２．大学体育教育賞　　：大学体育の発展に貢献した者
３．大学体育研修精励賞：本連合主催の研修会に積極的に参加

している若手教員
４．大学体育優秀論文賞：「大学体育学」に掲載された論文か

ら優秀な論文



役　員　　　　（2011年度～2012年度）

 役職名 氏　名 所　属

会　長 安西祐一郎 慶應義塾大学教授・前慶應義塾長

副会長 飯田　　稔 びわこ成蹊スポーツ大学学長

副会長 北川　　薫 中京大学学長

理事長 小林　勝法 文教大学

常務理事(総務部長） 村山　光義 慶應義塾大学

常務理事(総務副部長） 高丸　　功 学習院大学

常務理事（研修部長） 嵯峨　　寿 筑波大学

常務理事（指導者養成委員長） 石渡　貴之 立教大学

常務理事（編集・出版部長） 村本　和世 日本体育大学女子短期大学部

常務理事（調査・研究部長） 飯野　要一 東京大学

常務理事（FD推進部長） 平田　智秋 十文字学園女子大学

常務理事（広報部長） 宮崎　正己 早稲田大学

常務理事（渉外部長） 師岡　文男 上智大学

 役職名 氏　名 所　属

常務理事（将来構想特別委員長） 重城　　哲 日本大学

理事（支部長） 佐々木　敏 北星学園大学

理事（支部長） 佐藤　　明 東北大学

理事（支部長） 小峯　　力 流通経済大学

理事（支部長） 池上　久子 南山大学

理事（支部長） 池田　幸應 金沢星稜大学

理事（支部長） 伊達萬里子 武庫川女子大学

理事（支部長） 中山　正吉 島根大学

理事（支部長） 根上　　優 宮崎大学

監　事 荒井　啓子 学習院女子大学

監　事 太田あや子 武蔵丘短期大学

監　事 鈴木　　明 大東文化大学

特別委員会活動
　将来構想特別委員会は、当連合の組織と機能に関し、その責
務が現状に適したものであるかを自己点検し、今後の組織・運
営のあり方を提言することを狙いとして発足した。現在は、公
益法人への移行や会費などの制度に関する検討や連合の電子出
版を推進している。

大学体育問題連絡会
　大学体育を取り巻く環境変化に迅速かつ連携して対応するた
めに以下の５団体と連絡会を設置している。
　社団法人 日本体育学会、社団法人 日本女子体育連盟、全国
体育系大学学長・学部長会、日本体力医学会、日本教育大学協
会 保健体育・保健研究部門。

本法人の目的
　本法人は、大学教育における体育（保健教育及びスポーツを
含む。以下同じ。）に関する研究調査を行い、FD活動の支援、
会員相互の体育活動の評価と表彰を行い、もって大学教育の発
展に寄与することを目的としている。

本法人の沿革
　1949年の学制改革による新制大学発足とともに体育は教育課
程に組み入れられた。その体育の教育内容や方法について協議
するために、文科省は同年８月に菅平体育研究所にて、新制大
学体育協議会を開催した。これを契機に本連合の前身が1952年
に設立され、以下のように発展してきている。
　1952年11月25日　大学体育協議会設立総会開催
　1969年10月　　　全国大学保健体育協議会に名称変更
　1973年10月　　　社団法人　全国大学体育連合設立

本法人の事業
　この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行って
いる。
１．大学教育における体育に関する調査・研究および助成
２．大学教育における体育に関する研究会、研修会、協議会お
よびその他の催しの開催

３．大学教育における体育に関する内外の情報、資料の収集お
よび提供

４．大学教育における体育に関する評価と表彰
５．大学教育における体育に関する機関誌、図書等の刊行
６．内外の体育関係諸団体との連絡および協力
７．その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

本法人の主な具体的活動
１．中央研修会、支部研修会、総会講演会、シンポジウムの開催
２．体力測定データ、授業評価データ、等の調査研究活動
３．教育研究補助金、研修会開催補助金の研究助成事業
４．全国大学体育連合賞、大学体育教育賞、大学体育研修精励賞、
大学体育優秀論文賞、大学体育 FD推進校表彰の顕彰事業

５．機関誌「大学体育」の発行
６．教育研究論文誌「大学体育学」の発行
７．スポーツ教材等の刊行物の発行
８．ホームぺ－ジによる研修会・シンポジウムの情報、研究助成・
顕彰事業の告知、活動報告、刊行物、教員公募、等の公開

９．メールニュースを活用し、研修会・シンポジウムの情報、
研究助成・顕彰事業の告知、教員公募、等の会員への情報発
信および会員相互の情報交換

調査研究活動

１．体力測定結果調査
　「体力測定結果調査報告書」
は、1977年に発刊し、第１号が
発行して以来、２～３年に１度
発行している。本法人の体力に
関する調査事業の中心をなして
きた。
　この「報告書」発行を中心と
した体力測定に関する調査活動
は四半世紀の長きにわたってい
る。

研究助成制度の実施
　本法人は、大学体育の
教育研究を推進するた
め、研究助成制度を設
け、1995年から実施して
いる。本制度の選考対象
となる教育研究課題は、
本法人大学会員（所属教
員を含む）あるいは個人会
員による、大学体育教育の
振興、発展・向上、開発
に寄与する実践的研究
で、特に斬新で新しい視
点に基づいたものとす
る。

大学体育FD推進校表彰制度
　大学体育のFD活動を推進させるため、本表彰制度を設け2004
年から実施している。表彰の対象は大学体育のFD活動の推進に
優秀な実績を示していると認められる機関会員としている。

（JAUPES）

　1991年の大学設置基準大綱
化に伴い、1995年から加盟校
を対象として、改革やカリキ
ュラムの状況についてのアン
ケート調査を開始した。この
調査はその後２年毎に継続す
ることになり、その結果を報
告書にまとめて加盟校にフィ
ードバックし続けている。具体
的にはシラバス発行の状況、
開講形態とその位置づけ（卒
業要件）、講義科目、演習科目、
実技科目、授業評価、保健体育
カリキュラムの改革状況等に
ついて調査している。

２．保健体育教育実態調査

　大学体育におけるFD活動について、会員の意識と実態を定
期的に把握することを目的として、2007年度より２年ごとに継
続して調査している。調査結果は「大学体育」に掲載している。

４．大学体育のFD活動に関する意識と実態調査

３．メンタルヘルスに関連した取り組みに
　　関する実態調査

学術誌の刊行
　2004年度より本法人では教
育・研究実践の質的向上を図
ることを目的に年１回学術誌
を発刊している。学術誌は専
門委員の査読審査を受けた後
に掲載される。

ＨＰアドレス　www.daitairen.or.jp

受信希望受付　info@daitairen.or.jp

広報活動・出版

機関誌「大学体育」の発行
　当初、（社）全国大学体育連合の機関誌は「体育・スポーツ・
レクリエーション」と題して、1974年12月１日に創刊号が発行
された。年間に２回程度の刊行を予定し、会員のための情報源、
情報交換の場として役立っている。1982年３月発行の第15号の
後、第16号からは誌名を「大学体育」と改め、1982年７月に刊
行された。以来、現在に至るまで会員のコミュニケーション誌
として受け継がれている。この機関誌は設立当初から、大学会
員・個人会員に無料で送付している。内容は研究論文・海外視
察報告、本部・支部での活動内容、本部での会議議事録、リサ
ーチレポート等、最新の内容である。

社）日本体育学会との共催シンポジウムの開催
　日本体育学会大会のプログラムとして日本体育学会との共催
シンポジウムを開催している。
2005年「事例に学ぶ大学体育活性化戦略」(筑波大学)
2006年「体育学の研究者・大学教員の確保とその養成」(弘前大学)
2007年「大学体育の現状と課題」(神戸大学)
2008年「大学体育危急の課題」(早稲田大学) 
2009年「学士課程教育の構築に向けて」(広島大学)
2010年「大学体育の質保証」（中京大学） 

研修会の開催
　ファカルティ・ディベロップメント（FD）の推進が課題と
される昨今、組織規模や予算の制約などで単独でのFD実施が
困難な大学もあることから、本連合では会員のニーズや時代の
要請に合った研修会を多数開催し、現職教員のみならず大学体
育の将来を担う大学院生の教授力の開発・向上を通じ大学体育
の改善充実と質保証の支援を行っている。

大学体育関連研修会開催支援補助金制度の実施
　2000年から大学体育関連研修会開催支援補助金をFDに貢献
すると認めた大学体育関連団体等が主催する研修会（研究会を
含む）に交付している。

表彰校一覧

青山学院大学、桜美林大学、大阪
産業大学人間環境学部、お茶の水
女子大学、関西大学、神戸大学、
国際基督教大学、埼玉女子短期大
学、実践女子大学、十文字学園女
子大学、上智大学、千葉工業大学、
電気通信大学、日本大学文理学部、
日本大学理工学部、防衛大学校、
武蔵大学　

(平成17～22年度、50音順)

ホームページ
　2001年８月の閣議決定「インターネットによる公益法人のデ
ィスクロージャー」に従い、2002年1月から年度ごとの予算・
決算報告内容をホームページに掲載している。また、ホームペ
ージ開設は本法人の研修会や出版活動等、最新の情報を掲載し、
本法人の活動内容を大学のみならず広く社会へ還元するととも
に、会員に情報を提供し、会員相互の活動を広めることを目的
としている。
　●    本部活動内容
　●    研究会・研修会の開催
　●    教員公募
　●    助成金の公募

メールニュース
　研修会・学会の案内や求人情報など最新情報をメールニュ
ースとして逐次配信している。
　配信をご希望の方は下記までご連絡ください。

国際交流
　国際保健体育レクリエーション・スポーツ・ダンス協議会
（ I CH P E R・ SD）と国際スポーツ科学・体育協議会
（ICSSPE）の加盟団体として国際情報の収集・広報に努めて
いる。

顕彰制度の実施
　大学体育教育の振興と発展に寄与した個人を顕彰するために
以下の制度を設けている。
１．全国大学体育連合賞：本連合の運営に貢献した者
２．大学体育教育賞　　：大学体育の発展に貢献した者
３．大学体育研修精励賞：本連合主催の研修会に積極的に参加

している若手教員
４．大学体育優秀論文賞：「大学体育学」に掲載された論文か

ら優秀な論文



役　員　　　　（2011年度～2012年度）

 役職名 氏　名 所　属

会　長 安西祐一郎 慶應義塾大学教授・前慶應義塾長

副会長 飯田　　稔 びわこ成蹊スポーツ大学学長

副会長 北川　　薫 中京大学学長

理事長 小林　勝法 文教大学

常務理事(総務部長） 村山　光義 慶應義塾大学

常務理事(総務副部長） 高丸　　功 学習院大学

常務理事（研修部長） 嵯峨　　寿 筑波大学

常務理事（指導者養成委員長） 石渡　貴之 立教大学

常務理事（編集・出版部長） 村本　和世 日本体育大学女子短期大学部

常務理事（調査・研究部長） 飯野　要一 東京大学

常務理事（FD推進部長） 平田　智秋 十文字学園女子大学

常務理事（広報部長） 宮崎　正己 早稲田大学

常務理事（渉外部長） 師岡　文男 上智大学

 役職名 氏　名 所　属

常務理事（将来構想特別委員長） 重城　　哲 日本大学

理事（支部長） 佐々木　敏 北星学園大学

理事（支部長） 佐藤　　明 東北大学

理事（支部長） 小峯　　力 流通経済大学

理事（支部長） 池上　久子 南山大学

理事（支部長） 池田　幸應 金沢星稜大学

理事（支部長） 伊達萬里子 武庫川女子大学

理事（支部長） 中山　正吉 島根大学

理事（支部長） 根上　　優 宮崎大学

監　事 荒井　啓子 学習院女子大学

監　事 太田あや子 武蔵丘短期大学

監　事 鈴木　　明 大東文化大学

特別委員会活動
　将来構想特別委員会は、当連合の組織と機能に関し、その責
務が現状に適したものであるかを自己点検し、今後の組織・運
営のあり方を提言することを狙いとして発足した。現在は、公
益法人への移行や会費などの制度に関する検討や連合の電子出
版を推進している。

大学体育問題連絡会
　大学体育を取り巻く環境変化に迅速かつ連携して対応するた
めに以下の５団体と連絡会を設置している。
　社団法人 日本体育学会、社団法人 日本女子体育連盟、全国
体育系大学学長・学部長会、日本体力医学会、日本教育大学協
会 保健体育・保健研究部門。

本法人の目的
　本法人は、大学教育における体育（保健教育及びスポーツを
含む。以下同じ。）に関する研究調査を行い、FD活動の支援、
会員相互の体育活動の評価と表彰を行い、もって大学教育の発
展に寄与することを目的としている。

本法人の沿革
　1949年の学制改革による新制大学発足とともに体育は教育課
程に組み入れられた。その体育の教育内容や方法について協議
するために、文科省は同年８月に菅平体育研究所にて、新制大
学体育協議会を開催した。これを契機に本連合の前身が1952年
に設立され、以下のように発展してきている。
　1952年11月25日　大学体育協議会設立総会開催
　1969年10月　　　全国大学保健体育協議会に名称変更
　1973年10月　　　社団法人　全国大学体育連合設立

本法人の事業
　この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行って
いる。
１．大学教育における体育に関する調査・研究および助成
２．大学教育における体育に関する研究会、研修会、協議会お
よびその他の催しの開催

３．大学教育における体育に関する内外の情報、資料の収集お
よび提供

４．大学教育における体育に関する評価と表彰
５．大学教育における体育に関する機関誌、図書等の刊行
６．内外の体育関係諸団体との連絡および協力
７．その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

本法人の主な具体的活動
１．中央研修会、支部研修会、総会講演会、シンポジウムの開催
２．体力測定データ、授業評価データ、等の調査研究活動
３．教育研究補助金、研修会開催補助金の研究助成事業
４．全国大学体育連合賞、大学体育教育賞、大学体育研修精励賞、
大学体育優秀論文賞、大学体育 FD推進校表彰の顕彰事業

５．機関誌「大学体育」の発行
６．教育研究論文誌「大学体育学」の発行
７．スポーツ教材等の刊行物の発行
８．ホームぺ－ジによる研修会・シンポジウムの情報、研究助成・
顕彰事業の告知、活動報告、刊行物、教員公募、等の公開

９．メールニュースを活用し、研修会・シンポジウムの情報、
研究助成・顕彰事業の告知、教員公募、等の会員への情報発
信および会員相互の情報交換

調査研究活動

１．体力測定結果調査
　「体力測定結果調査報告書」
は、1977年に発刊し、第１号が
発行して以来、２～３年に１度
発行している。本法人の体力に
関する調査事業の中心をなして
きた。
　この「報告書」発行を中心と
した体力測定に関する調査活動
は四半世紀の長きにわたってい
る。

研究助成制度の実施
　本法人は、大学体育の
教育研究を推進するた
め、研究助成制度を設
け、1995年から実施して
いる。本制度の選考対象
となる教育研究課題は、
本法人大学会員（所属教
員を含む）あるいは個人会
員による、大学体育教育の
振興、発展・向上、開発
に寄与する実践的研究
で、特に斬新で新しい視
点に基づいたものとす
る。

大学体育FD推進校表彰制度
　大学体育のFD活動を推進させるため、本表彰制度を設け2004
年から実施している。表彰の対象は大学体育のFD活動の推進に
優秀な実績を示していると認められる機関会員としている。

（JAUPES）

　1991年の大学設置基準大綱
化に伴い、1995年から加盟校
を対象として、改革やカリキ
ュラムの状況についてのアン
ケート調査を開始した。この
調査はその後２年毎に継続す
ることになり、その結果を報
告書にまとめて加盟校にフィ
ードバックし続けている。具体
的にはシラバス発行の状況、
開講形態とその位置づけ（卒
業要件）、講義科目、演習科目、
実技科目、授業評価、保健体育
カリキュラムの改革状況等に
ついて調査している。

２．保健体育教育実態調査

　大学体育におけるFD活動について、会員の意識と実態を定
期的に把握することを目的として、2007年度より２年ごとに継
続して調査している。調査結果は「大学体育」に掲載している。

４．大学体育のFD活動に関する意識と実態調査

３．メンタルヘルスに関連した取り組みに
　　関する実態調査

学術誌の刊行
　2004年度より本法人では教
育・研究実践の質的向上を図
ることを目的に年１回学術誌
を発刊している。学術誌は専
門委員の査読審査を受けた後
に掲載される。

ＨＰアドレス　www.daitairen.or.jp

受信希望受付　info@daitairen.or.jp

広報活動・出版

機関誌「大学体育」の発行
　当初、（社）全国大学体育連合の機関誌は「体育・スポーツ・
レクリエーション」と題して、1974年12月１日に創刊号が発行
された。年間に２回程度の刊行を予定し、会員のための情報源、
情報交換の場として役立っている。1982年３月発行の第15号の
後、第16号からは誌名を「大学体育」と改め、1982年７月に刊
行された。以来、現在に至るまで会員のコミュニケーション誌
として受け継がれている。この機関誌は設立当初から、大学会
員・個人会員に無料で送付している。内容は研究論文・海外視
察報告、本部・支部での活動内容、本部での会議議事録、リサ
ーチレポート等、最新の内容である。

社）日本体育学会との共催シンポジウムの開催
　日本体育学会大会のプログラムとして日本体育学会との共催
シンポジウムを開催している。
2005年「事例に学ぶ大学体育活性化戦略」(筑波大学)
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表彰校一覧

青山学院大学、桜美林大学、大阪
産業大学人間環境学部、お茶の水
女子大学、関西大学、神戸大学、
国際基督教大学、埼玉女子短期大
学、実践女子大学、十文字学園女
子大学、上智大学、千葉工業大学、
電気通信大学、日本大学文理学部、
日本大学理工学部、防衛大学校、
武蔵大学　

(平成17～22年度、50音順)

ホームページ
　2001年８月の閣議決定「インターネットによる公益法人のデ
ィスクロージャー」に従い、2002年1月から年度ごとの予算・
決算報告内容をホームページに掲載している。また、ホームペ
ージ開設は本法人の研修会や出版活動等、最新の情報を掲載し、
本法人の活動内容を大学のみならず広く社会へ還元するととも
に、会員に情報を提供し、会員相互の活動を広めることを目的
としている。
　●    本部活動内容
　●    研究会・研修会の開催
　●    教員公募
　●    助成金の公募

メールニュース
　研修会・学会の案内や求人情報など最新情報をメールニュ
ースとして逐次配信している。
　配信をご希望の方は下記までご連絡ください。

国際交流
　国際保健体育レクリエーション・スポーツ・ダンス協議会
（ I CH P E R・ SD）と国際スポーツ科学・体育協議会
（ICSSPE）の加盟団体として国際情報の収集・広報に努めて
いる。

顕彰制度の実施
　大学体育教育の振興と発展に寄与した個人を顕彰するために
以下の制度を設けている。
１．全国大学体育連合賞：本連合の運営に貢献した者
２．大学体育教育賞　　：大学体育の発展に貢献した者
３．大学体育研修精励賞：本連合主催の研修会に積極的に参加

している若手教員
４．大学体育優秀論文賞：「大学体育学」に掲載された論文か

ら優秀な論文



本法人歴代会長

◇初代　村井　資長　1973～1975年　早稲田大学総長
◇二代　宮島　龍興　1975～1977年　筑波大学学長
◇三代　石川　忠雄　1977～1985年　慶應義塾大学塾長
◇四代　前田　充明　1985～1987年　国際武道大学副学長
　　　　　　　　　　1987～1988年　日本女子体育大学理事長
◇五代　西原　春夫　1988～1990年　早稲田大学総長
　　　　　　　　　　1990～1994年　総長室参与・教授
◇六代　清水　　司　1995～2003年　東京家政大学学長・理事長
◇七代　奥島　孝康　2004～2011年　早稲田大学元総長
◇　現　　安西祐一郎　2011～現在　　慶應義塾大学教授・前慶應義塾長

会員について

■会員組織
　会員の種別、入会金および年会費は、次のとおり。
（１）正会員　（この法人の目的に賛同して入会した次のイま
たはロに掲げる者）
　（イ）第一種会員（大学会員）：大学の代表者
　　　　　（総合大学）入会金３万円、会費10万円
　　　　　（単科大学）入会金２万円、会費４万円
　　　　　（短期大学）入会金１万円、会費２万円
　（ロ）第二種会員（個人会員）：大学教育における体育に関

する関係者
　　　　　　　　　　　入会金１万円、会費１万円
（２）賛助会員（この法人の事業を援助する者）　１口５万円
（ただし１口以上）
（３）名誉会員（この法人に特に功労のあった者で、総会の議
決をもって推薦された者）

（会員数419校、賛助会員３社、2011年４月現在）

■正会員の特典
・機関誌の配付が受けられる。
・研修会に参加することができる：年１回の中央研修会、その
他所属支部での年１～２回の研修会
・教育研究補助金の申請ができる：補助金申請書を提出し、選
考によって研究費の補助が受けられる。毎年５件まで（１件
あたり最高20万円）
・教育賞・研修精励賞・優秀論文賞の対象となることができ
る：大学体育教育研究において功績のあった会員に、毎年、
教育賞・研修精励賞・優秀論文賞を授与する。
・機関誌「大学体育」に大学体育に関連した原稿の投稿ができ
る。
・研究論文誌「大学体育学」への投稿ができる。
・メールニュースによる情報提供を受けることができる。
・支部活動への参加ができる。

■賛助会員の特典
・研修会およびシンポジウムにおいて展示、広告等の宣伝がで
きる。
・機関誌、ホームぺ－ジに広告を掲載できる。
・メールニュースを利用して、会員に情報を流すことができる。

■入会案内
　入会を希望される場合は、本法人事務所宛にご連絡下さい。
　必要書類をお送りします。

（JAUPES）

本法人の組織

総　会

理事会

運営委員会

北海道支部

東北支部

関東支部

東海支部

北陸支部

近畿支部

中四国支部

九州支部

常務理事会

支
部
長
会

　  連　絡　先

社団法人　全国大学体育連合

 　　　〒169-0075　　東京都新宿区高田馬場１-３-13　第２天台ビル303号

  　　　　　TEL：03-3232-5738　FAX：03-3232-5872

  　　　　　Eメール：info@daitairen.or.jp 　ホームページ：http://www.daitairen.or.jp

■支部連絡先
●北海道支部
　佐々木　敏 北星学園大学 〒004-8631　札幌市厚別区大谷地西２－３－１ TEL.011-891-2731
●東北支部
　佐藤　　明 東北大学　医学系研究科 〒980-8757　仙台市青葉区星陵町２－１ TEL.022-717-8588
●関東支部
　小峯　　力 流通経済大学　スポーツ健康科学部 〒301-8555　千葉県龍ヶ崎市120 TEL.0297-64-0001
●東海支部
　池上　久子 南山大学　総合政策学部 〒489-0863　愛知県瀬戸市せいれい町27 TEL.0561-89-2010
●北陸支部
　池田　幸應 金沢星稜大学　人間科学部 〒920-8620　金沢市御所町丑10－１ TEL.076-253-3943
●近畿支部
　伊達萬里子 武庫川女子大学　健康・スポーツ科学部 〒663-8558　兵庫県西宮市池開町６－46 TEL.0797-45-9929｠
●中四国支部
　中山　正吉 島根大学　教育学部 〒690-8504　島根県松江市西川津町1060 TEL.0852-32-6336
●九州支部
　根上　　優 宮崎大学　教育文化学部 〒889-2192　宮崎市学園木花台西１－１ TEL.0985-58-7562
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（３）名誉会員（この法人に特に功労のあった者で、総会の議
決をもって推薦された者）
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